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台北滞在3ヵ月の日記から

はじ'めに

海外技術協力計画に基づき地化学探査専門家として

昭和狙年3月2目から同年6月岬蜜で台湾ぽ派遣され

た対象をなった機関は経済部聯令嬢業研究所で要

請され花業務内容は新しいメンバｰに対して地化学探査

に必要な分析技術を指導訓練してほしいということかお

もなものであったか慈ら1にのほかにけい酸塩岩石

粘土などの完全分析技術を指導訓練してほしいこと実

験室の整備について助言をしてほしいこをなどの事項が

加えられた.

地化学探査技術紀ついてはこれ漢ですでに蒙回紀わ

たって調査を主をした技術協力を行な吻ている､すな

わも五回員は婿和姐年坊城技官を団長とする金川有鉱}

の調査で東野技官が壌圓貿は昭和遂2年沢村技官を団長

とする台湾東部鋼鉱床の調査で加藤枝宵がそれ㌘れ的

月死地化学擦査の部門を撞当して調査に当吻危秘もち

るん研究所の粗当者は現地に同行して実際ぽ調査憾協力

しながら技術は十分録ぬつげ花はずであ蕃のに今回蜜

花専門家の派遣要請と捲って実は何をやり淀らよいの

か戸惑ったA五泳一ムで律異体的なこをがわからな

いので早速研究所終照会じ花結果要請され花業務の

具体的内容沸上ぽ述べ花ようなものであるζあ淋おかり

た次第である｡ともあれ台北に3ヵ月間正確に減

92目聞滞在して仕蜜を行なったのである淋この間仕事

や員常の生清などを通じて尾花り闘いたり感じ花りした

ことをここに紹介するものである喧

滅浸竃｡会議蜜

行頭栄蔵

禽北翻積

3月簑賢明閏を蔓時40分に飛立った肖航機は途中大

阪と沖縄に墨O分宛立寄って日本時間の五4時10分(現地時

間1δ時工O分)滑べるように台北の松山飛行場に着陸した.

当資は簿躍買であったにもかかわらず潟副所長はじ

め嬢薬研究室薫主任正副主任の外嬢業研究室の大勢の

古きらに資本国大使館の李さんなど多数の方冷にお迎

えをいただいて恐縮した.早速差向けられ花車で王子

大欲店に向かっ花が羽田を発って余りにあっという間

にこの地に着いたので遠い外地へ来たという実感カミど

うしてもわいてζない吉花だ車の申から克える色彩豊

かな串團風の麓築物や漢字一武の唐冷の看板広告塔な

ど秘今は遠い曹のこをながら申園大陸で過ごし危なっ

かしい思い出をよみ秘史らせてくれた.およそ獅分で

僧舎&定められている王子大飯唐に着いた.ここは地

質調査所では潟なむみのホテルである｡今では観光ブ

ｰムに乗りて趨一流の淋テルカ婁次から次へと出来淀ので

一流赤テルあはい免ないそう芯が藻境もよく部星の設

備や調度も整りていて花いへん気に入り花抽何よりも

うれしがり花のはここセ働いている従業貴の轡慈ん秘

資本の胞質調査所の脅であるということ花げで五〇牢の細

目の幻紀ふるわてくれ花びで桃苗αで改め

てζのような原因を作貸て下巻っ牝先輩諾筑に満鰹の謝

意を表するものである.

関係機関へのあいさつ

翌3資力躍員は正副主任の案内で黒本国大使鰭経済室

の濃野参事官にあい嚢つ滞在の貫穣などを報告しζの

賊災SO化学実験室�
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期間の身元引受その他に関してよろしくお願いした｡

ちょうど所長副所長は連日経済部関係の会議中であい

さっの機会のないまま午後からは研究所の内部関係の

人々にあいさっした後研究所の組織機構嬢業研究

室の業務内容当時調査中の奇美地区銅鉱床の調査現況

の説明などが行なわれた

経済部嬢業研究服務組(MRSO)が現在の経済部聯

令嬢業研究所に昇格したのは1968年8月であるが現在

のところでは内容は全く変わっておらず以前と同じ組

織で仕事を行なっているということだった

今回直接関係したのは嬢業研究室関係で薫主任正

副主任李顧問の外地質鉱床関係者3塙地化学探査関

係者7名(内δ名は臨時職員)物理探査関係者凄名

測量製図薄片関係者姦名(内妻名臨時職員)の人員構成

である.これらの人達から調査中の奇美地区の銅鉱床

の調査結果について説明があった｡新しく発見された

露頭の状況などから判断してかなり有望な鉱床賦存の可

能性が論議され新聞にも大きく報道されているさなか

であった.そんなわけで諸外国からの訪問客が多くつ

い最近フィリピンの菓鉱山の技師カミ調査した結果ホｰ

フィリｰカッパｰ鉱床らしいと言った由で一層活気ずい

ていた1その後もオｰストラリアのヒュｰズ氏アメ

リカのウィルソン氏などが相次いで訪れ研究所の人達

はその応対と案内などでてんてこまいの様子だった.

所長副所長はあえ淀のは3月壌目だった｡ト昇華

所長は薬園鳳の温厚な紳士で人当りがきわめて軟かく

今回の渡航に対してていちょうなねぎらいの言葉を述

べられると共に今後目本との技術協力を一層親密にし

て中華民国の科学文化経済の発展は寄与したいと思

う故よろしく頼むというような意味のことをいわれた冊

廊下のつき当りにあるつだ1㌻ブト

笠子大筋騰
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同時に豪た奇美地区の銅鉱床の請をされせ凄い台湾

では今地下資源をさがすということ秘最も急秘れている

ので従来の嬢業研究服務組淡聯令嬢業研究所ぽ昇格し

たのを契機として鉱床探査部門(地化学探査物理探査)

の基礎造りと体勢固めをしたいこをから今回それぞれ

の専門家の派遣方を要請し花のであると私逮を招へい

され淀理由を述べ協力方を望裏れ液｡串し渇くれたが

物理探査専門家として物理探査部小野吉彦技官と一緒だ､

ったのである｡これらの書薬は淡序としていたが勢常

な熱意がこめられ思わず重い責任を感じ花｡とにか

く具体的なことは今後直擦撞当官と打合わせするとして

限られ花短い期間ではあるか出来るだけのことはやり婁

すと答えておいさつを終わっ花｡

翌7員朝からはっきりし扱い天気だったが金川看鉱

山にあいさつに行く予定の冒だ.正副主任の案内で台

北を出たのカ婁10時頃空はどんより雲が一はい広かっ

ておりこの分では山は雨芯と王書んが予言したとおり

途中からひどい雨となりた.晴天なら見晴しのよい絶

景カミたくさんあったということだったが何も兇免ないま

ま正午頃鉱山ぽ着いた,正確には台湾金属鉱業股f分有

限公司昭和姐年度坊城俊厚技官を団長として地質鉱床

物探地化探などの総合調査か行なわれだところである一

潭李甫無事長溝克長探錫処冷長から色海現況の説明が

あり前回の調査結果に基づいて現在試錐終よる探鉱を

実施中湖粥状ではあと10年位の鉱量しか屍込凄れない

ので探鉱に全力をあげているそうだがこれらの請には

かなり緊迫した表情が見受けられ花｡昨年祭月から3

炎月間目本へ地化学探査の研修ぽ来た許當次氏は軍隊に

召集を受けている串でこの賢は面会できず残念だった古

外は強い雨で一歩も外へ出られなかったが簑時頃から

多少小降りになったので選鉱所を見学し時間カ婁あった

ら再度訪問することを約して辞し花.帰りは鉱山の

金瓜看鉱{事務所

手配してくれた車で基隆まで下りここからバスで台北

に着いたのは6時過ぎだった.台北は一目中録天だっ

たカミ雨は降らなかった由この辺でちょっと台湾の銅事

情にふれたい.現在のところ台湾の銅生産の99%以上

は金川石鉱山が握っているといって過言でない.金川

石鉱山の銅のおもな鉱物は硫砒銅鉱で平均品位がO.7～

0.9%である｡i947年に坑内水から沈澱銅の回収のプ

ランをたててこれを実行したがせい蒼い月産100トン

に至らなかった｡一方銅の需要は増加する一方で沈

澱銅の繰取と平行して鉱石の採掘をはじめ1952年から漸

'く生産を屍るようになった昔当初は年産700トン前後

だ吻たのが工967年には2,775トンに達したか台湾での

銅の年間需要量は約8000トンといわれるから到底これに

追いつくことはできないばかりでなくおもな輸入国だ

ったアメリ勿チリなどからの輸入もきわめて困難な情

況になったというから政府が探鉱に本腰を入れざるを

得なくなった事情がよくわかるというものである.過

去9回にわたっての技術協力要請の背景もここはあった

のであろう｡金川石鉱山で採掘した鉱石は浮遊選鉱し

金風霜鉱泌耀鉱蕨

壷風覆鉱山鑑頚�
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禽湾大学理門

て品位を王脇位まで上げ冒本に送って精錬し精鉱を送

り返えすという方法をとっている､

ても出られないような有様想っ花,

化学実験室

今回私の仕事の対象となる人達を紹介された也戴国

邦氏と萬献銘氏はよく知っているカ裏地の5名ははじめて

の人達である､男子3名女子壌名いずれも現地の高

等学校を卒業した若いはつらっとした人達で現在調査

申の奇美地区の試料について銅の分析をバイキノリン法

でやっているさなかであった｡実験室はわずか王5平方

米ほどの狭いところで純水製造装置と冷蔵庫カ鳴る外は

器械らしいものは何もなく部星の中央と一側面に置か

れたテｰブルの上にほ銅と亜鉛の分析用として調整され

た試薬類添一はい並んでいた｡一実験室とは少しはなれ

た狭い部屋に廻転加熱武の試料分解装置や電氣乾燥器

電気マッフル炉湯煎などが置いてある｡漢たドラフ

トチャンバｰがなく狭い廊下のつきあたりにきわめて

不完全なものカ蔓置いてあったかとてもその用を校さず

銅の品位分析などの処理で硫酸白煙を出すと廊下記はと

台湾花部の雌熱飽微

灘灘

結果やり方の基本的な考先方として'

工.

㈮

㌮

対象別ぽ分析擦作に箆点を置いて指導する.

基礎的理論的な講義は必要の最小限度にとどめて書る

だけ土曜費をこれ紀娑てる(土曜目は蟹本の官庁と同むよ

うに半員勤務である)

籍異や場所の関係でかなりむずかしいができる限り全員に

実験をやってもらう,

などの方針をたて地化学探査に必要な分析に30員粘

土けい酸塩岩石の完全分析1鴫蝸その伽鵡蝸とい

う日程を組んだ由地化学探査に関係した分析ぬ敢上げ

だ元素は銅鉛亜鉛黒ヅケル鷲バルトク濠ム

モリブデンビスマス亨ンガン水銀ヒ素の10元素

である｡ふりか走って考克ると券常にいそがしかっ

たが対象麦なり色人瀧赫きわめて熱心に勉強してくれ

また研究所当局も試薬やガラス籍具などの購入には特別

に簡素化の方法をとってくれるなど亀冷と協力をしてく

れ淀ので大体に粘いて所期の質的を果杷し得たよラに

嚢謹鞘鰯'､襯

葺･嚢1灘,一一'機1

箭実地匿調養翼壊後方の小農秘寿却シブ�
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犀っている･

台北市およびその近郊の観洗

MRSOの嬢薬研究室の方冷の好意で土曜賞の午後

や目躍目を利用して合北市内やその近郊の名所吉蹟など

を交代で案内してい花だい淀廿

台北市は串す蜜でもなく帯革罵團の首都で政治経済文

化の中心であり漢だ台湾観洗の表玄関でもあ蕃.入

口約醐万近代的な大都帝の形態を傭え花葵しい都市で

ある.｣市の帯心部にル率ツサンス風の赤煉瓦造りの総

統府の麓物が威容を示し近くには串央銀行台湾銀行

外交部法院など淋懲ち並んでい嵩､市街の印象として

特徴的なのはビルといわず商店をいわず通りぽ面した建

物はすべて偉子脚造りとなっていることである.これ

は一階の通り紀繭し花部分だけがほ道となっているよう

な建築物と考免ればよい｡このような店舗の続いてい

るあζるでは雨淡降っても濡れる心配淋ない｡台北市

の繁華街は何といっても酉門である,ここは台北市内

を貫いている鉄道線に沿ったメインストリｰトを幸心と

した地域でいろいろな商店が軒をつらね漢液デパｰ

トあり映画館あり歌庁あり台⇒トの繁華街をなし

ている､をりどりの土産品を売る店できれいな台湾乙

女が片曽の胃本語で客を呼んでいる風景が印象的だった.

潜る土曜日の午後研究室の若い人瀧の案内で竜山寺を

訪れ花抽市の爾繭部研究所からパスで20分位のとこ

ろにある､この寺は今から郷年前清の乾隆帯によっ

て建てられ花もので帝内でも最も歯い寺院愁そうだが

戦後再建された由でその絢欄豪華さは日光の東照富を思

わせるものがある､観音菩薩を本尊としその他たくさ

んの神仏か鯛られ参詣の人達の捧げる香花が絶乏ない.

またある賢は市の北部にある孔子廟を訪れ危｡本殿

には孔子を帯央あし顔予恩予豊子など帝国歴史上の

簿靭繁人砦

台中泉ホｰム

偉人像やη賢が並んでいる.極彩色あざやかな中国風

建築の豪華さはここでも目をみほるばかりである1

すばらしい景観で強く印象に残っているのは台北近郊

の木柵にある指南官である.山の中腹に建てられた色

彩豊かなこの廟は山の緑とこん然一体に調和しとて

も筆や口にはっくせない美しさ怒った.

ある濁躍蔵王副主任一家と野柳に遊んだ.ここは基

隆の衝北方約12ぬ海中に突き出た亀の形をした岬で堆

積岩淋波に浸食されてできたいろいろな形をした希岩

怪石か立ち並び員本ではちょりと見られない風景である.

人間の上準身の形をしたものの林立している中に美人

岩&呼ばれているもの淋ありクレオパトラの顔形をし

ているそうである.これを背景に記念撮影をする人が

一貫中絶吏ない.また象の頭の形をしたもの大きな

スリッパの形をしたものなど大自然か造り出し走巨大

な彫刻晶の展示会を蒐る感がした.

見学旅行

いよいよ賢程も押し請うた5月2閑から3泊遂賃の予

楕南宮�



一46一

定で見学旅行に出かけた1萬献銘氏の案内で冒月潭

台南高雄に各一泊のスケジュｰルである.

台北一台中一日月潔

台湾の汽車にはじめて乗った,車内の設備は日本の

特急なみだカミザｰビスはまことに行き届いており若い

女性の従業員がまずおしぼりとお茶のサｰビスをしてく

れる.窓側にコップがち噂んと用意慈れており緑茶

紅茶などのぞみのものを配布してくれる,吏た車内に

は中国のいろんな新聞が用意されていて好みのものを貸

してくれる.お茶のサｰビスのことで思い出したか

台北市内のある歌片(歌謡劇場)に案内されたとき幾

百人という観衆の一人一人にお茶のサｰビスをしてくれ

る有様を員の前にしてびっくりした.用意し液西瓜の

種などをかぢり茶をすすりながら観劇する風情は葉こ

とにほほえましく中国ならでは味わ克ない情緒である｡

話が横道にそれたが当目は朝9時察台北をたち台中塞で

汽車台中から自動車で日月潭まで昆をのばしここで一

泊する予定の旅花った,台中に着いたのは屋もよりと

過ぎだったカミあいにく雨が降り出し市内見物も出来ぬ

ま蛮駅前のレストランで昼食た怒ちに自動車で同月潭

に向かった.

罵月潭は台湾の代表的な天然湖で湖の多い日本では

そう珍しくはないが台湾では屈指の景勝地として見のカミ

せない観光饒一スの一つとなっている｡ここに水力発

電所のできる以前は現在より湖の面積がずっと狭く光

華島と呼ばれる小島を携にしてその北側カ湘輪に南側

湯明輪にそれぞれ似ているところからその塙がつけられ

花の芯そう芯が五螂羊水力発電所ができてからは面

積秘以前の遂｡駄がから7｡弧狐竈に広がり湖岸の曲折も

賢月の搾を炎ない一枚のか史での薬の形に変わったのだ

そうである.周囲はは水栓大山大尖山ト吉山など

海抜1000～2000蜘級の山冷カ増なり湖面にその姿をうつ

している.9～!0月の満水期の眺望が特にすぐれてい

るそう想｡湖焦ばは瀬碧楼教師会館目月潭観光大

飯店などの観光ホテル沸あり周囲の緑とよく調和して

洋書巖りしたよう藁しく見免だ,湖面の標高は?60凪

最も暑い7月でも平均気温が22.4度年平均気温汎9.3

度で非常に凌きやすく格好の避暑地でもあるそうだ､

夕方近く紀なって雨湯婁小降りとなったので小舟に乗って

対岸の化蕃杜を訪れた｡杜というのは原佳民の部落の

ことらしい､現裡は徳化村と呼ばれている然人口約

500人山地原住民のツオウ族カ海んでいる｡部藩の若い

女性逢はツオウ族伝統の色彩豊かな服装で観光客を迎え

求めに麻じて杵歌や踊りを屍せてくれるしま花写真の

モデル担もなってくれる,部落の人達は主として狩猟

と魚獲で生計を立てているそ簑鶯かムササビや鳥のはく

せい蝶の標本などの土産品を売る唐が軒を並べていた.

禽前一嵩嬢

賢月潭では教師会館に一滴翌輔タクシｰで再び台中

一1灘畿

萎1繋萎

灘一

目災難対津の他藩敵紀て虚繭鰍銘歳

員災難毅繊会鑓観施療矛ル�
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にもどりζこがら汽車で育商へ肉かり花荷台市に出

る途串省政府の蕩る中興新村を通っ湖婁こ芝は新しい

そデル都市&して建設され花もので広くとられ施舗鞍

道路添縦横ぽ走りその両側には背の高いやしの木秘整

然と立ち並び緑の芝生をはさんで政府の蕎庁禽市銀行

学校など近代的な建築物がたっている､

台南に着いたのは昼ちょっと前淀った｡台南では萬

献銘氏の令兄萬献堂民(嘉繭農閏水利会勤務)のご好意

で安平城虹鳥山頭水庫などを案内していた溶いた｡

台繭市は人口約遂⑪万台湾の政治文化経済の発祥地で

鄭成功汎66五年オランダ人の勢力を駆逐して統治権を握

りてから22連年間(1886年まで)台湾の首都だった｡最

初の案内を受けた安平城は工620年代にオランダ人力童構築

し･あとからさらに鄭成功が補強したものであるという｡

当時の防壁なども一部その婁蜜残っていた｡次に台南

市の東北方約30㎞にある鳥山頭水庫を見学し淀｡これ

は灌概用水の貯水池として作られたもので大正8峰か

ら昭和δ年蜜で工0年の月賞を資して完成した大工事だっ

たという､資本の八回技節の設計指導の下に作られた

ものでそのを名をって八閨ダムとも呼ばれているそう

である｡.ダムの高さ約60忠長さ!300臓貯水量五億

6千万トンという大きなものでセミハイドリック工法

(半水成式土えん堤)と呼ばれる方法が採用されコン

クリｰトえん堤は基礎部に少量使用された化けで大部分

は石砂利砂精土の混合したものでできておりい

わば大自然の沖積層と同じものを人工的に作鴛たものと

見ることカ童できる｡このダムの完成によって嘉南平野

の約エ6万ヘクタｰル(全台湾耕地面積肌/6)の灌激が可

能になっ色といラ｡空からな秘めるをさんご紀よく

似淀形をしていることからさんご潭とも呼ばれ藏月潭'

とはまたちがったおもむきの風景美が人々の目を引き

最近は水利会カミ市当局と一しよになって観光ルｰトに乗

せるべく計爾卵あのことでありた､

嵩雄一驚欝銀

§賢冒縁台商淋島薦動車で高雄を経て台湾本島の最南

端驚鍵鼻凄でゆき一滴雄紀帰克って一泊あいうスケジ訟

一ル芯､'合商から高雄を経て鷲鰹鼻凄セ樽約螂弗拶

齢蜜り延寿と続く直線道路の両側1&はヤシ⑳並木あり

護花ノミナナ燭甘しよ畑などがはてしなく連なって粘り

南国の情緒か出しお強く感じられた.目的地である鷲

鍵鼻は台湾本島の最南端ちょうどがちょうのくちばし

のよラに綱く突き出た半島の先端にある.ここには台

湾では一番大きくそして一番古い灯台カミある｡沿岸一

帯はサンゴ礁で蜜た付近の海域は捕鯨場としても知られ

時には潮吹く鯨の群を望見出来るそうである.蕗総統

の銅像が大陸をにらんで立っているのか印象的だった.

付近には省立の自然植物園四重渓温泉などカミあり

ここへも立寄る予定だったカミ雨が相当はげしく土砂降

りの状態で車から一歩も出ることができず植物園を車

で走り廻っただけで一路帰途についた.

おわりに

長いようで短かい3ヵ月であった.特に後半のいそ

カミしさがひどかった｡決してなまげていたわけではな

いが最後の見学旅行先にまで報告書の仕事を持ち込ん

寧羅新村

3ヵ月の台北滞在をふり返って身にしみて感じたこと一

'はあらゆる機会に台湾の人達のあふれるような人情味の

こ凄やかさにふれたということである.日本人には特

に友好的ときいているがそれにつけても誤った優越感

のような感情は絶対にも

つべきでないと思った.

また台湾は今なお反共の

第1線にあって戦時体制

下にあるが平和で豊か

で素朴でそのような緊迫

した様子などは全く見受

けられなかった.

(錐煮は化学課長)

禽湾の鍛贈端鷲鍵灘の灯倉�


